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リボン（身体表現） 

 

 中 

 

おんがく 

Ⅲグループ 

（音楽） 

 

 

小橋  

 

 

＜ねらい＞ 

・新体操のリボンを使って、音楽に合わせて様々な動きをする。 

・教師や友達と楽しく身体表現をする。  

 

 

 

 

 

 

 

＜内容（作成方法・使用方法・工夫点など）＞ 

 ①ストローの先端に 1 ㎝くらいの切り込みを入れる。 

 ②輪ゴムを切り込みにひっかけて、輪ゴムを固定するようにビニールテープで 

 ストローをぐるぐる巻きにする。 

 ③輪ゴムにリボンをつける。（リボンの端を折りたたんで両面テープ止める。） 

 ④リボンの先端をセロテープでほつれないように保護する。 

 

＜良かった点・改善点（児童生徒の反応を含め）＞ 

・軽くて振りやすい。棒の部分をストローで作ること安全性を重視した。 

・3 色のリボンを使用した。細いリボンを 3 本組み合わせたものも作った。 

・どの生徒も見本を見て、意欲的にリボンを動かしていた。 

・自分で操作してリボンの揺れを楽しむことができた。 

 

＜その他（材料、費用、購入先等）＞ 

 ・ストロー、リボン、輪ゴム、ビニールテープ（ダイソー、コーナン）  

 ・はさみ、セロテープ、両面テープ 

 


